
島根県作業療法士会　令和6年度　第5回理事会　議事録 
 
日時：令和7年1月25日(土)　 13：30～16：40 
場所：出雲市民会館305号室・WEB併用 
出席者：小林、森脇、篠崎、陶山、岩本、石川、石田、岩根、奥野、佐藤千、佐藤佑、立川、田中、 

福代、大垣（委員会）、村上、吉岡、角　　　　　　　　　　　　　　　　　以上18名 
委任状：秋吉、稲垣、岸、原田、古田、堀江、　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　6名 
　 
1.会長挨拶　 
： 一つ一つの取り組みが士会のためになる。何ができるのか、どう変わる必要があるのか議論を。 

2.報告事項 
●広報部 
：ホームページアクセス数について(11・12月分)　 
ページビュー数上位…臨床指導者講習会・研究対象者の募集・作業療法フェスタ 
●庶務部 
： 県士会会員入退会情報　12月退会2名、1月入会2名退会1名　総会員数524名 
●会長 
：第3回よんぱち（JAOT協会士会長会議）新規生涯学習制度・協会員＝士会員・5歳児検診への参画・
職域との連携。各項目について参加報告。　 
●教育局　学術部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　：学術誌タイトル決定までの進捗状況。4月1日より会員向けアンケート開始。総会で報告出来るようなスケジュー
ル組み。10分程度で紹介と決定に至る経緯を報告する予定。 

　●第18回県学会 
：開催報告。県士会員89名・県外5名・非会員1名・学生20名。合計115名。グループワーク参加はスタッフ以外
で55名。 
●第19回県学会　 
：申し送りを受けて 実行委員会開催。学会誌ペーパーレス化について検討。 
 

3.企画事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 
●事務局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 

　：2025年開催　士会中長期計画会議について 
目的：各部局・委員会の中長期計画とそれに向けた次年度重点項目の検討 

　　　　　顔の見える関係づくり、士会活動の今後について自由に話し合う意見交換会 
参加者：部長・副部長、リーダー、委員長・副委員長、5役　日程：理事会の未開催月 

●保険部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
：総会時研修について　テーマ『島根県作業療法士会　作業療法士の未来について～2040年問題を　見据え
て～』講師：OT協会制度対策部　内容：診療報酬または作業療法士に求められること。　　OT協会からのメッ
セージも交えて講義頂く予定。 
●保険部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
：研修会について　2025年9月7日　介護保険分野における研修会の企画＋交流の場の設定 
『介護保険領域のリハビリテーションを学ぶ会』 

　●運転と作業療法委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
　：研修会について　2025年8月23日　ハイブリッド開催テーマ『しくじり先生に学ぶ事例検討会』 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
4.協議事項 
●事務局　庶務部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
：2025年定期社員総会再提案について　会場、スケジュール、総会時研修の変更について協議。 
　専門部・委員会マルシェ講演スケジュールについて検討。 
●事務局　財務部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→報告 
：2025年度予算案について　 
●事務局長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
：しまねリハビリテーションネットワーク役員選出について　次期年度も基本的には現行の役員で　依頼してい



る。役員会に一任を頂きたい。 
●事務局長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
：しまねリハビリテーションネットワーク2025年度拠出金について　会員一人当たり300円 
●事務局長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
：田中まさし先生全国後援会入会へのお願いについてアナウンス 
リハ職から国会議員を輩出することで、処遇改善を始めとした活動を担ってもらう目的がある。 
入会後はハガキが届くのみ。会員にはブロックメールで周知する。　　 

●運転と作業療法委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
：運転寿命延伸の講話資料について　　　　　 
●福利部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
：養成校卒業生対象士会オリエンテーション説明人員について　役員会で調整予定。 
●第19回県学会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
：学会誌のペーパーレス化に向けて①送付は広報の意味合いを持つことや広告の掲載等あるため完全には
難しいが進めていく②紙媒体か否かの決裁権は県士会。今後、学会のマニュアルで最低限の送付先と送付部
数も含め記載していく③抄録や学会誌の保管・管理は事務局　 
●地域支援事業委員会　　　　　　　　　　　　　→1.については承認、2.については承認・継続審議　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
：高齢者支援に特化した委員会1.今後の地域支援体制について：協会やEブロックの窓口を地域支援担当理
事に変更。各市町村窓口として市町村コーディネーターを配置してきたが、今後はしまねリハネットワークで窓
口機能を担う。2．委員会の名称について：名称変更は了承、名称自体は再検討。 

　様々な支援対象がある中で、現時点では高齢者に機能特化することとしている。 
●地域支援事業委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
： 地域支援研修会中国地区合同開催に向けて　情報共有を行い、今後は研修会等を合同開催等ができれば
良い。 
 
【次年度（2025年度）事業計画】　 
【部局】 
●教育局　専門部　IT支援チーム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 

1，現状と課題：県内の重度障害者における日常生活および社会参加に向けたIT支援の作業療法　実践が
可能になることを目的に活動。相談会では鳥取県の作業療法士の参加もあり、近隣の作業療法士も困ってい
る現状である。3，来年度事業計画：専門部・委員会マルシェとして総会前研修を予定。 

　youtube配信用にスイッチ作成の動画を作成予定。　 
●推進局　事業部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 

1，現状と課題　課題：普及啓発の効果判定・マンパワーの不足・島根オリジナルの普及啓発ノベリティグッズ
の不足・普及啓発の方法の模索3，来年度事業計画：①作業療法フェスタ東部開催。　次年度は１回のみを予
定。②士会ノベリティグッズの作成 
 【特設委員会】 
●MTDLP委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 

1，現状と課題：研修協会目標値（2024年5月現在履修率）基礎研修60%（60％） 
　実践者研修　30％（13％）指導者　2%（9名/538名）2，協会や他団体の現状：登録制度終了の情報の周知や
方法や状況、実践報告の指導について議論が行われた。3，来年度事業計画：基礎研修　　2回/年（12月、2
月）参加目標値20名/年、実践者研修2回/年（1月、3月）参加目標値発表12名/年、聴講12名/年 

●認知症の作業療法委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
1，現状と課題：認知症初期集中支援チームの活動や各自治体の講演会などを含め、協働体制が　とれて

いない状況である。令和7年を目標に全市町村で認知症サポーターを中心とした支援チーム（チームオレンジ
等）の整備を目指している中で、委員会としても参画していく必要がある。 

　　3，来年度事業計画：研修会の開催　目的：多職種での認知症ケアスキル向上　場所：調整中 
 
 
●地域支援事業委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
　1，現状と課題：市町村コーディネーターの育成を行ってきたが、現在しまねリハビリテーションネットワークが
でき、コーディネーターの役割が不明確になってきた。役割分担や連動の仕方等を　早急に検討し、実際に活
動できる人材の育成を行わなくてはならない。3，来年度事業計画：高齢者支援に関する実働部隊を育成する
ために、研修会（実践報告中心）を企画する。 
●特別支援教育と作業療法委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 



1，現状と課題：今年度は、”学齢期への支援”を中心とした企画を行い、研修会を不登校支援”をテーマに2
回開催。2，協会や他団体の現状：5歳児健康診査における作業療法士の参画について　重要視されてきた。3
，来年度事業計画：研修会2回予定（7月、11月） 
①発達領域の評価方法について学ぶ②地域における作業療法士の役割とその現状について 

●会長より　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　：次年度事業計画について　次期は理事役員改選がある。次年度は会費の増額、協会員＝士会員を含む定款
変更、理事定数の変更、連盟組織の立ち上げなど、単年度事業計画と中長期計画に含めて士会組織の大き
な転換期の年度となると考えている。 

　  
5.監事より  
　吉岡監事：次年度は役員改選がある。どうやって継続していくことができるかを考えている。活動に対して責任
感と義務感で行う側面がある一方で、参加しやすさをつくるにはどうあると良いかも考えている。 

　村上監事：理想と現実が噛み合えばと思いながら参加した。今年度は学会の準備を通して、やりにくさがあると
参加しづらいことが良く分かった。参加しやすい仕組みづくりも考えていく。　　 

6.会長より  
：健康に留意しながら、県士会活動における体制、形を変えられる一年にしたい。 
 
 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
次回　令和6年度（2024）第6回理事会 
日時：令和7年3月15日（土）13:30～16：30 
場所：出雲市民会館305号室・WEB併用　 
内容：各種協議事項　他 
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